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要 旨 19世紀ヴィクトリア朝時代の英国は世界に先駆け産業社会を確立し， 経済の飛躍的な発展を
成し遂げた。 産業革命によって生じた新たな生産システムは社会構造を変革していった。 工業都市が生
まれ， 鉄道が縦横無尽に国土を貫き， 人々は次第に都市に集中するようになった。 新たな中産階級が勃
興し彼等は消費を始めるようになった。「工業製品」という従来の工芸品とは根本的に異なる生産シス

テムを持つ製品が人々の聞に浸透した。 それらの多くは伝統的な装飾文法を借用してデザインされた
か， まったくの剥き出しの機械であった。 歴史的な装飾美術の用法・価値観は強靭であり， 人々は社会

的地位の向上の徴としてそれらのものを求めた。

しかし， 新しい時代に適合した新しいモノ作りの理論と実践はいくつかのグループの中で生まれつつ
あった。 近年， モリスの「アーツ・アンド ・クラフツ運動」を始祖とした近代デザイン運動の流れを肯
定しつつもヴィクトリア朝時代における様々な初期デザイン運動に焦点をあてた研究が行われているよ
うだ。 そのひとつに「デザイン学校」を中心として生まれつつあった理論が存在した。 クリストファー・

ド レッサーは初期のデザイン学校を卒業し， その後， 様々な影響を受けつつも独自のデザイン理論とそ
の実践を行った最初のインダストリアル・ デザイナーであった。 ド レッサーのデザインは今見ても新し
さを失ってはいない。 本論文では特に彼がデザインした金属とガラス製品を取りあげ， 彼のデザインの
源泉を探ってみた。

序

筆者がクリストファー・ ドレッサーのデザイ

ンを始めて目にしたのは， 彼がエルキントン社

のためにデ、ザインした「薬味入れ」だった。 一

見して非常に現代的に見えるそのデザインは前

世紀のものではなくバウ ハウス以降の思想を吸

収したものではないかと最初は思われた。 しか

し， その図版クレジットを見るとそれが19世紀

にデザインされたものであることがわかり， 少

なからずショックを受けた。 この印象は多くの
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近代デザイン研究者にとっても共通のもののよ

うだ。

日本において ドレッサーについて論じられた

ものはまだ少なし そのデザイン上の意義を研

究することは近代デザイン運動の一側面を捉え

る上でも重要であろう。

そこで， それが本論文では ドレッサーの多様

なデザインの中でもその先進性が顕著である金

属製品とガラス製品を中心に取りあげ， 彼のデ

ザインに与えた種々の影響を19世紀中後半の時

代背景を交え探ってみる。



1. ヴィク卜リア朝時代の社会背景とデ

ザイン運動

(1) 産業革命の浸透と中産階級

クリストファー・ ドレッサーは1834年， 父ク

リストファー， 母メリーの第3 子としてグラス

ゴ、ーに生まれた。 彼が生まれ育ったヴィクトリ

ア朝時代は英国史上最もその治世が長く， 偉大

な繁栄の時期であった。 そして， それは人類が

かつて経験したことのない大きな変革期でもあ

った。 前世紀に起こった産業革命の達成により

英国は世界で最初の， そして最大の工業国に成

長した。 生産制度は家内工業制から機械化され

た工場制へと飛躍的に変化し， 急速に広がる鉄

道網によって生産資源と生産物の大量輸送が可

能になった。 それに伴い国内人口の急速な増加

と都市への人口集中が起こる。

1800年に人口10万を超える英国の都市はロン

ドンをのぞいて存在しなかった。 ところが1891

年には23の都市にのぼった。 また， 1851年には

英国の人口の約半分が都市に居住するまでにな

った。

鉄道は1889年までに 2 万1000マイルが敷設さ

れ， そのことに対する株式の投資もかつてない

規模で行われ， 一大産業に成長した。

こうした経済および社会構造の変化は英国の

各階級層に深刻な変化をもたらすことになる。

とりわけ中産階級においては多くの新職種 商

品ブローカー， 金融業者， 貿易商人などーが彼

等のために用意されその道で成功しさえすれ

ば， アッパークラスであるジエントリ階級と少

なくとも金銭的には肩を並べることも夢ではな

くなったのである。 成功した者は経済的豊かさ

を手に入れ， それにともなう社会的地位の獲

得， それを証明する物質的証拠の獲得に奔走し

た。

ヴィクトリア朝時代の社会の空気に特有の風

味をそえたのは， 中産階級に合うよう導入さ

れ， 中産階級に合うようコード化された諸価値

だった。 それはもっとも優れた価値を手にしえ
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たはずの貴族をも含むほとんどのヴィクトリア

朝人が同意する諸価値をも含んでいた。 商業を

中心としたそのような社会で善かれ悪しかれ新

しい前向きの社会の気風を最も忠実に代表する

ものとして功利主義が人々の間に蔓延し始めた。

(2) 功利主義

ヴィクトリア朝の功利主義を最もよく表してい

るのがジェレミー・ ベンサムによって提唱され

た「ベンサム主義」である。 それは， r“最大多

数の最大幸福" は功利主義と分かちがたく結ば

れている決まり文句であるが， …そのホッブズ

的な前提は， 私利が人間の行為の背後にある，

主要なそして実際上唯一の， 動機であるという

こと， 及び， あくまでも快楽を達成し， 苦痛を

避けることがその私利になるJ l)

というようにアメリカ型資本主義の前駆とも

言えるだろう。 ヴィクトリア朝期に氾濫し， ウ

ィリアム・モリス等が憎悪した機械生産による

製品デザインにはそのような時代風潮が濃厚に

反映されていた。 この時代のデザインが社会か

ら要請された点をジョン ・ヘスケット(John

Heskett)は，

「十九世紀の英国のデザインを語るとき， 次

の二つの傾向の間にあった緊張関係について触

れないわけにはいかない。 第一の傾向は， 家

具， 陶器， 金属細工品など， 工芸生産の伝統を

もっ製品への需要一これはそれまでにもあり，

また拡大しつつあったーであり， 第二の傾向

は， 生産の商業化がすすみ， 過去の製品の形態

や価値を商業目的に即して修正し， いっそう多

くの人に届くようにするという点である。J2 )

と言っている。 需要と供給の拡大にあわせ生

産が第一で， デザインは中産階級の功利主義的

趣味にあわせた安易で過去の意匠との無様な折

衷主義が幅をきかせた。

1836年に出版された A.N.W. ビュージン

の『コントラスト(Contrast)JIという本の扉

には， rデザインを六レッスンで楽にマスター

する方法一ゴシック様式， ギリシャの厳格様

式， そして折衷様式に尽きる」とか， r時折デ

ザインもできるオフィスの使い走り」といった



榔撒を込めた広告風の風刺画が載せられたとい

う。」

当時のデザインを榔撤する典型的な例であろ

っ。

ビュージンと同様にカーライル， ラスキン，

ディケンズ， モリス等がこうした功利主義的デ

ザインに対して明らかに反対の意を唱えた。 彼

等を含め当時の芸術家達はなんらかの形でこの

状況を打破したいと考えていた。 そして様々な

デザインムーブメントが私的あるいは国家的に

も勃興してくることになる。

2. Iデザイン学校」とドレッサー

(1) デザイン学校の設立と発展

ドレッサーは幼い頃からスケッチをしたり絵

を描いたりすることが好きで， 手近に絵の具箱

がないと機嫌が悪かった。1847年， 彼はサセッ

クス(Sussex)にヲ|っ越した。 同時にロンド

ンの「デザイン学校(the Government Schoo1 

of Design)Jに進学する。 当時， Iデザイン学

校」は設立から日が浅く， その設立の背景は英

国のデザインに対する諸問題と深く関係してい

た。 大きな問題として商業的要素が色濃く現れ

ていた。

ヴィクトリア朝初期の英国は「世界の工場」

とも呼ばれ， その商業的成功は他国に比類なき

ものであった。 しかし， その成功とは裏腹に英

国製品の美的価値およびデザインの水準におい

ては， 他国(特にフランス)に一歩も二歩も遅

れをとっていると考えられていた。

1 835年， ウ ィリアム・ ユアット(William

Ewart)の動議により「美術と製造業に関する

特別委員会(the se1ect Committee on Arts and 

Manufactures)が下院に設置され， デザイン

と産業の関係が様々な専門家によって調査され

た。(専門家としては美術教育家， 建築家， 彫

刻家， 工業にかかわる商人などが含まれてい

た。)その結果， 1837年ロンドンのサマセット ・

ハウ スに最初の「デザイン学校(the School of 

Design) J が開校した。 この学校は職工の審美
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眼を向上することを目的とし， 純粋美術家の育

成を目的とした「王立美術院(the Royal Col-

1ege of A吋)Jとは差別化が行われた。「デザイ

ン学校」において重点が置かれたのは様々な装

飾モチーフの模写であり， 美術教育の根幹と見

られていた人体像研究はカリキュラムから除外

された。 しかし， そのことはデザイン学校に様

々な批判を呼ぶことに繋がり， 学校は改革を受

けることになる。

そのような中， 学校改革の担い手として登用

されたのが実践的な教育理論で知られていたウ

ィリアム・ダイス(William Dyce)である。

彼が推進しようとした教育内容は「デザインの

研究」と「デザインの製造業への応用」という

2 つの項目であった。 彼は実習用の織機を教室

に持ち込み， 専門の教官をつけて， いわゆる工

房の学校への導入をはかっている。 過去のデザ

インから学ぶこと， またそれを実践的に工業に

生かそうと彼は試みたのである。

そのようないくつかの曲折を経たもののデザ

イン学校自体は次第に発展を見せ， 1843年まで

に 6 つの都市に分校ができるまでになった。 ま

た， I女子デザイン学校(the Female School of 

Design) Jもロンドンの本校内に設置された。

(ここには入学希望者が殺到した。)

また， ダイスは装飾文法を学ばせるために

『描画教本』を用意した。 これは装飾の基礎か

ら応用までを練習問題形式で作例していくとい

うものであった。 このことは， Iデザイン学校

のカリキュラムが単なる過去の装飾の模倣であ

り， 学生への創造性や自立性の欠如を生む。」

との批判も生じさせることにもなった。

そして， ダイスは管理側との車L際もあり1843

年に学校を離れることとなる。(なおダイスは

1848年に「中央デザイン学校」の装飾部 門のマ

スターとして復帰している)。

(2) 初期の「デザイン学校」の理論と ドレッ

サー

こうした発展と混乱の渦中， Iデザイン学校」

の学生となったドレッサーはどのようなことを

学んでいたのであろう。 当時， ドレッサーが学



生として講義を受けていた人物およびそのカリ

キュラムを検証してみる。

ま ず ， リ チヤ ー ド ・ レ ッ ド グ レ イ ヴ

(Richard Redgrave)が「装飾家における植物

の研究の重要性(The Importance of the Study 

of Botany to the Ornamentist) Jという講義を

行っていた。 当時， 植物の科学的形態の研究と

装飾に対するその応用が様々な形で行われてい

た。 また， 英国におけるデザイン批評では最も

力をもっていた一人， オーギュスタス・ ビュー

ジン(Augustus N. W. Pugin)の「植物的装飾

(Floriated Ornament) Jはドレッサーの植物に

対する造形的興味を引き出すことになる。 後に

それはドレッサーの心中で 「芸術的植物 学

(Artistic Botany) J という概念へと発展するこ

とになる。 レッドグレイヴと ビュージンの 2 人

は西洋において支配的だった立体的で伝統的な

装飾に反して， 平面的でパターン化された装飾

を提案した。 これに対し， ドレッサーは彼等に

支持の念を示した。

また， デザイン学校時代のドレッサーの師と

してオーエン・ ジョーンズ(Owen J ones)と

ジョージ・ ウ ォリス(George Wallis)の二人

がいた。 彼等はヴィクトリア朝初期において，

デザイン改革を唱えた人物でジョウ ンズはすで

にアルハンブラ宮殿に関する著述3 )で名声を得

ていた。 1849年までジョーンズはデザイン学校

で「建築における色彩使用を支配する原理を定

義する試み(An Attempt to Defìne the Princi司

ples which should Regulate the Employment of 

Colour in Architecture) Jというテーマの講義

を行っていた。 ドレッサーはジョーンズからオ

リエンタリズムと新しい装飾スタイルに対する

学識の深さ， 真撃な取り組み方を学んだ。 ウォ

リスは後に「スクール・ オブ・ バーミンガム

(School of Birmingham) J の校長となり， そ

の後， Iサ ウ スケンジントン博物館(South

Kensington Museum) J のアート・ ディレク

ターに就任している。 ウ ォリスはジョーンズの

アルハンブラに関する研究の時間の際， ドレッ

サーが大きな関心と講義に対する努力を示した
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ことを記録している4)。

ダイスが「デザイン学校」を辞職した後， 学

校に対し大きな影響力を与えることになる人物

がヘンリー・コール(Henry Cole)である。

彼はヴィクトリア朝期の著名人の中でも特に多

彩な活動を誇った人物である。 雑誌の編集者で

あり， 歴史， 建築， 美術に関しての著作を行

い， 版画や絵画を自ら制作し， またデザイナー

としてもその才能を発揮した。『おとぎ話集』

(The Traditional Fairy Tales)の編者， フエリ

ックス・ サマリー(Felix Summerly)とは彼

のペンネームである。

コールの周りに集まった人々は「コール・ グ

l レープ」と呼ばれ， 一つの芸術政策集団とも呼

ぶべき発言力を発揮していくことになる。 1847

年， Iフエリックス・ サマナー美術製品(Felix

Summerly Art -Munufactures) J という美術家

と製造業者を結びつける事業を彼は始める。 こ

の先駆的な事業には， レッドグレイヴやジョ

ン・ キャルコット・ ホースレイ(John Calcott 

Horsley) ， 彫 刻家の ジョ ン ・ タ ウ ンゼント

( J  ohn H. Townsend) ， ジョ ン ・ ベル ( John

Bell)等が参加している。 彼等のデザインした

製品はウ エッジウ ッド社やミントン社などによ

り製造され実際に販売された。「フエリックス・

サマナー美術製品」は中世の芸術家のように日

常使われる物品の装飾と形態の再統合を目指し

た。 このことは当時の芸術家がいかに一般の人

々の日常生活から隔たったところで活動してい

たかを裏付けてもいる。

そして， コールとレッドグレイヴは1849年に

『ジャーナル・ オブ・ デザイン誌(Journal of 

Design and Manufacture) JIを創刊。 このデザ

インに関する雑誌は英国の初期デザイン思想を

形作っていく触媒としての役割をはたしていく

ことになる。 その月刊誌の内容は染色などの装

飾見本を図版入りで掲載するなどすぐに役立つ

即物的なデザイン情報のほか， 当時問題になっノ

ていた芸術と産業のあり方， 新しい時代にふさ

わしい装飾に関する専門的論文等の掲載にも力

が注がれた。 また， デザイン学校に対する批判



や教育理論の提示などもこの雑誌を通じて行わ

れた。 ドレッサー自身， 多くの論文をこの雑誌

に寄稿しており， 同時この雑誌から影響を受け

ることも少なくなかった。

『ジャーナル・オブ- デザイン』誌で最初に

取りあげられたデザインに関する論文がダイス

のものであった。薮亨によると， ダイスは

「思弁的な自然哲学的な見地から装飾デザイ

ンを一種の実用科学として借定すると共に， 形

態と色彩の配合術としてのデザインの必要性を

装飾に対する人間の心理的作用に求めたのであ

る。 …デザインの歴史の深みに注目し， デザイ

ンは諸芸術の発生に先立つており時空間を超え

て人々を実践に駆り立ているのであるからデザ

インはより高く評価されるべきであると主張す

るJ5)

という考察を行いデザインを芸術に先立つも

のとして規定し， その地位的向上を主張した。

彼等のデザインにおける重要な概念が「功利

性」で、あった。 ここで言われる功利性は前述し

た中産階級に見られる俗物的なものとは一線を

画し， 今日的な言い方をすれば機能性(Func­

tional)により意味が近いものであり， 唯美主

義(Aestheticism)とともにこの時代の英国美

術およびデザインにとって重要な概念であっ

た。 この功利性についてレッ ドグレイヴは，

「あなたがたが購買者として見逃し， 今日の

デザイナーが十分に考慮に入れていないひとつ

の単純な原理が存在する。 功利性である。 だが

誤解してはならない。 私が言及しているのは，

功利性に関する一般的な既知の意味合いではな

い。 この既知の意味合いで私たちが承知してい

るのは， カーペットは床を覆い， ガラスコップ

は内に液体を含み， 壁紙は部 屋の壁紙を飾るの

が， それぞれの使用目的であることだ。 このこ

とではなくて， さらに隠された意味合いに言及

しているのである。 これに到達するにはいくら

かの細かい検討と考察が必要であるが， それで

も尚これは現実的であり， 選択と審美眼に関す

る多くの誤りから救ってくれるのである。 例え

ば， カーペットは床を覆うのであるが， 部 屋の
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中の家具や物品などが立ち上がってくる地でも

ある。 したがってそれは平坦な表面として扱わ

れるべきであり， しばしば目にするような浮き

彫り状の形態や頑丈な建築装飾の模倣物を伴う

べきではない。 色彩は色相ならびに対比におい

て強烈であってはならず， したがってその上に

置かれた物品を目立たなくするほどに眼を過度

に引き寄せてはならないJ6)

と説明している。

このように彼等の「功利性」という概念は20

世紀に入って ドイツやスカンジナビなど大陸を

中心に急速に高まっていく「合理性」あるいは

「機能性」という概念の理論的萌芽として見る

ことが可能だ。 このような新しい概念を若い ド

レッサーは「デザイン学校」において独自の嘆

覚で吸収していった。

ところで， デザイン学校時代の ドレッサーは

どのような生徒であったのだろうか。 サマセッ

ト ・ハウ スのマスター長であったリチヤード・

バーチェット(Richard Burchett)は ドレッサー

について次のように述べている。

「極めて頭がよく， 特に花弁の形状におい

て， 彼自身この方面で有名になり， サマセッ

ト・ハウ スばかりでなくキュー(Kew)にお

いても高い評価を得た。J7)

1856年， ドレッサーの最初の名戸を確定付け

る本が出版された。 オーエン・ジョーンズの

『装飾の文法(Grammar of Ornament ) �であ

る。 この本は世界各地， 歴史上の装飾をいくつ

かの文化区分にしたがって分類したものである

が， ドレッサーはこのジョ ウ ンズの本に計8

ページにわたる詳細な植物の葉と花の形態を描

いた挿絵を提供した。 この本の出版により ドレ

ッサーとジョーンズの幹は深度を増し， ジョー

ンズのオリエンタリズムを ドレッサーは引き継

いでいくことになる。

また， ドレッサーは単に人のデザインや理論

を鵜呑みにすることや単純な模倣を行うことは

決してなかった。 彼はデザイン学校時代のダイ

スやレッ ドグレイヴ， ジョーンズの仕事に対し

一定の評価をしつつも， デザイン学校の個人指



導教師(tutor)達に対し， 彼等の理論と実践

的指導の欠如を嘆いてもいる8)。

また， 初期のドレッサーのデザイン理論に影

響を与えた人物として， ゴットフリード・ セン

ノtー(Gottfried Semper)があげられる。 彼は

1850年， 亡命者として英国に渡り， 185 1年の

「ロンドン万国博」の計画においてコール・グ

ループの協力をしていた。 1852年には「デザイ

ン学校」の個人指導教師になっている。 セン

パーは彼の原始時代における西インド諸島の小

屋の研究によって新しい装飾美術の分類の枠組

みをつくった。 それまでの古典主義者によるギ

リシャ・ ローマ装飾の好みに対して， 新しい装

飾の枠組みを提示したのだ。 彼の理論は「デザ

イン学校」において， 1852年から1855年に講義

され， ドレッサーは注意深くそれを聴講した。

ただし， ドレッサーによればセンパーでさえ，

その講義において専門的な経験を欠いていたと

述べている。

1952年， Iデザイン学校」はコールの肝煎に

よ っ て 一 部 が モ ー ル バ ラ ・ ハ ウ ス

(Mar1borough House)に移転， 同年にデザイ

ン学校の学生による展覧会が聞かれた。 ドレッ

サーはこの展覧会においてキャンブリックのプ

リントにより賞を獲得している。

レッドグレイプが1854年に監督官(superin­

tendant)になったとき， 彼はドレッサーの才

能を見抜きつつ， ドレッサーに最終的な修練と

して一連の12の講義を受けるよう示唆する。 そ

れら「芸術的植物学(Artistic Botany) Jは装

飾芸術の中で当時最も重要とされていた。 彼は

ジョン・リンドレー(John Lind1ey)の講義，

「植物の対称性(The Symmetry of Vegetation) J 

や「植物界の色と形(Form and Co1or in the 

Vegetab1e Kingdom) Jから多くを学んだ。 リ

ンドレーは新しい科学， 形態学を1832年の著書

『植物学の紹介(Introduction to Botany) � に

よって英国圏内に紹介した。 そして「デザイン

学校」においては分類学の問題点と種の進化に

関する科学的提案を提供した。

(3) デザイナー としてのドレッ サーの誕生
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ドレッサーの著述を調べると1850年の後半ま

で彼は美術や芸術のことより， むしろ植物学に

関して様々ことを著している。『アートジャー

ナル(Art Journa1) � 誌には一連の記事， I芸

術と芸術的工芸に適応した植物学(Botany as 

Adapted to the Arts and Art-Manufactures) J， 

「装飾芸術の科学的関係(The re1ation of 

Science to Ornamenta1 Art) Jを発表。 さらに

彼は『植物学の基礎(Rudiments of Botany， 

1859)�， W植物界から導きだされる多様性のな

かの統一(Unity in Variety as deduced from 

the Vegetab1e Kingdom， 1859)�， W植物学の一

般的マニュアル(Popu1ar Manua1 of Botany， 

1860)� など著し， 植物学者としての名声を高

めていった。 1859年にはドイツのイエナ大学か

ら「ゲーテの理論の研究-植物の形態学と完全

なる変化の研究-J によって博士号を得てい

る。 なお， 文学者， 哲学者として名高いゲーテ

(J. W. V on. Goethe)は多くの自然現象を研究

した博物学者でもあった。 ゲーテは自然哲学の

立場から生物の形成と変成を取り扱う学聞を形

態学(morpho1ogy)と呼んだ。

1 8 6 0 年 ， ド レ ッ サ ー は ロ ン ド ン 大 学

(University of London)の植物学の教授の座

に挑戦した。 これはリンドレーの退職に伴うも

のだった。 しかし， この請願は認められなかっ

た。 このことはドレッサーにとって重要な転機

となり， 彼を植物学ではなく芸術とデザインの

研究と実践に向かわされる大きな原因のーっと

なった。

(4) ドレッ サー のデザイン理論

ドレッサーがデザインを施した装飾の中に彼

自身のデザインポリシーを言葉にして織り込ん

だものがある9 )0 I知識は力なり(Know1edge

is Power ) J と い う 言 葉 や 「 真実 ， 美 ， 力

(Truth， Beauty， Power) Jは彼のデザインに対

する姿勢を良く表現している。 科学的手法をデ

ザインの思考に取り入れ， シンプルさこそデザ

インの力の源泉と捉えるというこの考え方はド

レッサーのその後のデザインに共通して見てと

ることができる。



1862年のロンドン万国博開催時に彼は『万国

博にみる装飾美術の発展(The Developrnent 

of Ornarnental Art at the International Exhibi­

tion， 1962).]を出版し美と科学の統合を説い

ている。 またこの万国博および彼の出版物は読

者に様々な装飾と様式を紹介するとともに， 彼

のアイデアのはけ口ともなった。 彼の装飾デザ

インは当時のデザイナーや芸術家達に驚きをも

って迎えられた。 一般に彼の著作は快く迎えら

れたが， wアートジャーナル』誌はドレッサー

のデザインにたいし，

「彼の出版した本のイラストには我々が驚嘆

させられるべきものを包含している， それらは

我々が装飾の美の評価としてJ慣れていたすべて

を強く覆したのだ。J10 )

と驚きを隠してはいない。

ドレッサーは『装飾デザイン芸術(The Art 

of Decorative Design， 1862).]の中で， 自然の

科学的研究と装飾との関係の重要性に触れる。

ドレッサーの装飾に対する考え方は次第に当時

の形式的な装飾に対する懐疑に傾き， それは彼

の独創性を深めていくことにつながっていった。

さらに彼の論理は

「モノへの装飾の適用は必ずしも必要だとは

言えないJll)

という現代に暮らす我々にとっては当り前だ

が， 当時としてはアバンギ、ャルドとも言える境

地に到達する。 彼は歴史的な装飾モチーフに頼

らず， 自然の原理にしたがった独創的なデザイ

ンの表現を探求した。 彼の自然を観察する態度

は，

「ある現象の上に起こる， 異なる現象の影響

それらは移動したり， 静止したりするーはい

つでも研究するに価する， 様々な影響のもとに

起こる現象の様相を観察すること， そして自然

の中に起こる出来事と事実の心理的観念を一生

懸命に調べること， そうすることによって， 象

徴的な形の助けを借りずに感覚や観念を表現す

る可能性を見つけことができるだろう。J12 )

という彼自身の言葉によく表されている。

彼のデザインに対する理論は未だ歴史的装飾

( 81 ) 

の枠に囚われていたヴィクトリア朝の人々にと

って革新的で常識では把握することが難しく思

われた。

3. ドレッサーと万国博， そして日本

の影響

(1) 2つのロン ドン万国博

1851年， ロンドンのハイドパークで初めての

万国博覧会(正式には「万国の産業の成果の大

博覧会J(The Great Exhibition of the W orks of 

Industry of Al1 Nations) )が開催された。 この

水晶宮(Crystal Palace)をシンボルとする万

国博には各国から50万人の人々が訪れたとい

う。 興行的には大成功であった。 しかし， 同時

にこの万国博は英国の問題点をも浮き彫りにす

ることとなった。 それは， 英国のデザインが他

国に較べて劣っていることをはっきりと人々に

認、識させたことだった。 そしてこの失敗はコー

ル・グループ主導のもとで「デザイン学校改革」

につながっていく。 また， このとき展示された

東洋の美術品の高い品質はコール等に大きなシ

ョックを与えた。 この東洋の美術品の品々は当

時， 上海領事の座にあったラザフォード・ オー

ルコック(Rutherford Alcock)が第 1回万国

博のために用意したものだった。 彼は中国の美

術工芸に関心をもち， これを万国博に紹介しよ

うとした。 しかし， 中国政府や貿易商の積極的

な協力を得られず中途半端な形に終わった。

そこでオールコックは1862年のロンドンで再

び行われる万国博のために， 今度は日本の美術

工芸品や天産物の収集に動いた。 彼は日本の漆

器に対し，

「この製品の創始者はおそらく日本人であ

り， アジアでもヨーロッパでもこれに迫るもの

はいまだかつてなかった。 蘇州にも広東にも

バーミンガムにも， この材料とか必要な技術は

ないように思う…J13 )

と絶賛， また，

「日本人はかならず自然の力を利用して， 自

分は時間や金や労力をなるだけ使わずに， 自然



の力に自分の仕事をやらせるJ14 )

とその特徴を述べている。

1862年の万国博は西洋に日本の影響を最も与

えたイベントのうちの一つだった。 そこには漆

器や磁器， 金工細工， 寵細工， 織物， 絵画， 版

画など様々な日本の美術工芸品が展示された。

そして， 種々の報道が熱狂的にこの展覧会を報

道し， 日本の美術品は他の国のものと比較さ

れ， 絶賛された。

この 2回の万国博を契機として様々な機関，

あるいは個人が東洋の美術- 工芸品の収集を行

うようになった。「ロンドン装飾博物館(The

Museurn of Ornarnental Art in London) Jは

1852年からは年にかけてディーラーのウィリア

ム・ ヒューイット(Williarn Hewitt)からいく

つかの日本の漆器と磁器を入手した。 博物館で

はその後も収集を続け， 1860年代終わりには日

本美術のコレクションとしてヨーロッパの中で

も最良のもののひとつとなった。

エドワード .W・ ゴド ウ ィン(Edward W. 

Godwin)は英国において初期の日本美術収集

家の一人となった。 彼は自分の家を日本の版画

や美術工芸品で、飾ったりした。 そして， 彼は英

国において有力な「ジャポニスム」および「ア

ングロージャパニーズ」主唱者となった。

このような東洋ブームの中， ドレッサーと万

国博はどのような関係があったのだろうか。 ま

ず， 彼はこの時の万国博に関するレポートを著

している。 その中で彼は自らデザインした製品

を

「いくつかの黒檀の家具一風変わりで面白く

て独特の日本的性格を有したボーンマン&カン

パニー(Bornernann & Cornpany) ， そして日

本と中国の装飾で豊かさを与えられたミントン

社の磁器壷ーが展示されている， J1 5) 

と評している。

後に有名な印刷業者になり， 挿絵画家になる

ジョン・ レイトン(John Leighton)は， ドレ

ッサーがデザインの中にいくつかの日本風装飾

を含めていたことを指摘している。 レイトンと

ドレッサーは友人であるとともに， オールコッ
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クの友人でもあった。 彼等はオールコックから

1862年の日本コレクションのいくつかをプレゼ、

ントされている。

レイトンは1963年に「王立学会(The Royal 

Institution ) J で 「 日 本 美 術 に お い て ( On

]apanese Art) J という講義を行っている。 一

方ドレッサー も建築協会(the Architectural 

Association)のために「中国そして日本の装

飾の普及(The Prevailing Ornarnent of China 

and ]apan) Jという講演を行い， 同じ月にその

要約を出版している。

ドレッサーは日本の菱形模様や格子模様， 縁

取り， 紋章， 様式化された葉， 花の模様などを

記事の中で取り上げた。 彼は日本の装飾の厳格

な平面性を観察し， 自身のデザインの中にキク

やハス， 竹， イバラ， サクラ， スイセン， ハイ

ビスカス， ザクロ， コウ ノトリ， カブト虫， 竜

などの様々な東洋風の意匠を取り込んでいっ

た。 日本のデザインの多くは非対称的で最初ド

レッサーはそれに対レ懐疑的であった。 しか

し， 後になって彼は自らのデザインのなかにそ

れを取り入れている。

英国の日本に対する一般的なイメージはエキ

ゾチズムによって歪曲され観念的で理想化され

た村の姿が一般に流布されていた。 それは日本

が1858年， 日米通商条約そして日英修好通商条

約を結び， その結果様々な情報がヨーロッパに

伝えられたにもかかわらずだ。

ドレッサーは当時流行しつつあったそのよう

な表面的なジャポニスムや唯美主義に対し，

「多くの場合， 日本のデザインを鋳直すこと

で自身の注意を引こうとしたフランスの芸術家

は， 彼等が借用した形式の趣旨や重要性を見つ

けることはなかった。 彼等は， 情緒的な形にそ

れが覆われていたことに気づいていない， それ

らの仕事の精神をつかむことなく類別された形

式を模倣した。J16 )

と批判を行った。

ドレッサーは初期のフランスのジャポニスム

に対し， それらは模倣であり重要なものではな

いと考えていたようだ。 それでも， 彼はすぐに



ジャポニスムのメリットを理解し， 芸術家が様

々な日本の芸術的リソースを参照できうること

を奨励した。

「フランス人がまじめに商業的な観点で利用

している芸術の知識ソースが， 彼等に対してと

同じように， 我々にも開かれていた。 それ故に

この芸術の枝葉についての我々の知識は彼らの

ものより少なくあるべきではない。 実に我々は

我々自身よりも英国人に精通していないそれら

の作品の情報を手に入れるための， より偉大な

設備持っていた。 そう， 我々の知識はより偉大

であるべきなのだ。J17)

と述べている。

ドレッサーは日本の伝統的な装飾に見られる

抽象的な文様が， ヴィクトリア朝時代のデザイ

ナーを彼等が好んだ寓話的象徴主義から開放す

ると信じていた。 そのことについて彼は，

「それら日本の装飾に対する考慮は， 本当の

日本の芸術の質を検分する際， 我々の助けとな

るだろう， もし我々がフランス人の流行に続く

とすれば， 有益な特徴をもっスタイルのデザイ

ンを作り出すだろう。J18)

と述べている。

ドレッサーは1862年の万国博の際， オールコ

ックから特別の許可を得て， 日本のコレクショ

ンの多くをスケッチしている。 このことは彼が

強い関心を寄せていた日本の美術工芸品のデ、イ

テールを分析することやそれらの理念を理解す

ることに一役買った。

そのような， 万国博を中心とした影響の一

方， デザイン学校においても日本美術に対する

様々な教育が行われるようになった。

1 つ の 例 で は ， ジ ョ セ フ ・ マ リ ア ッ ト

(J oseph Marryat)の『陶器と磁器の歴史のた

めのコレクショ ン(Collections towards a 

History of Pottery and Porcelain， 1850)�がデ

ザイン学校の授業の教本として使われている。

その中ではオークションで得たたくさんの有田

や伊万里の断片を参照している。

また， 1854年にドレッサーの個人指導教師

(tutor) で あ る オ ク タ ヴ ィアス ・ ハ ド ソ ン
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(Octavius Hudson)は日本研究の試みを彼の

講義の中で、行っている。 1861になると日本に対

する様々な研究や本が出版されるようになり，

オールコックの『日本とジャワの風景(Views

öf Japan and Java) �が商業出版物として売り

出された。 トーマス - ウエストフィールズの

『日本人， 彼等の行儀と習慣(The Japanese， 

their Manners and Custorns， 1862Hは初めて

写真によって日本のイメージと彼等の美術工芸

品をヨーロッパ読者に紹介した。

1870年代に入るとヨーロッパ， 特に英国とフ

ランスの日本に美術に対する興味はますます熱

を帯びてくる。 日本製品は専門庖や百貨庖の東

洋部門でも輸入 ・販売されるようになり， 芸術

家だけでなく一般の人々にも浸透し始めた。

1871年にはサミュエル ・ビングの有名な庖が

パリに開設され， ‘75年にはアーサー ・リバテ

ィが自らの庖， Iイースト・インディア・ ハウ

ス」をリージェント ・ストリートに設立する。

また， ゴドウィンが日本風の「黒檀テーブル」

や「飾りだな」を発表した。

こうした日本ブームの中， 増大する需要に合

わせた輸入と大量生産は日本の伝統工芸 ・美術

品の質の低下をもたらし， 同時に明治以降急速

に発展する日本に対する人々の警戒心をも呼び

起こしたのだった。

ドレッサーは『装飾デザインの本質(Princi­

ple of Decorative Design) �の中で西洋の影響

の中で日本の美術品の質が悪化していることに

強い警告を発している。 また， パークスも日本

独自の文化が消滅しつつあることを嘆いた。

ドレッサーは1873年の「ウィーン万国博」に

おいて多くの製造業者に対し-特に「ミントン

社」の日本の七宝焼きに着想を得た磁器を中心

とした デザインを提供した。 また， 彼は新し

い輸入会社で彼自身が名づけた「アレクサンド

ラ パ レ ス 商 会 ( the Alexandra Palace 

Cornpany)Jを設立すると発表した。 その目的

は北ロンドンのアレクサンドラパーク(Alex­

andra Park) に 建設 さ れ る予定 の 「 日本村

(J apanese Village) J に商品を提供することで



あった。 この「日本村」は英国民に初めて実際

の日本建築を紹介するものでもあった。

このような活動を通じて， ドレッサーは日本

に対する理解と愛情をより強めていったのであ

る。

4. メタル製品とグラス製品

ここまでドレッサーの植物学への造詣の深

さ， 日本の美術・工芸に対する傾斜を見てきた

わけだが， ここでは彼が最も先進性を見せたメ

タル製品とグラス製品を見てみる。

(1) ドレッ サー のデザインの先進性

ニコラス・ペブスナーは彼の著作においてド

レッサーの金属製品に対し，

「…二つの作品を見れば驚きはさらに増す。

1851年博覧会の銀器と比較すれば， ドレッサー

の 単 純 性 と 創 造 の 大胆さは， 共 に 著 し

い。 一.J19 )

と驚きを隠していない。 また， 彼はドレッ

サーを「モダンデザインの開拓者」とも呼んで

いる。

ドレッサーが金属製品の作品を始めて発表し

たのは1865年のエルキントン社のためのものだ

と言われている20 )。

彼は自らが記した1862年の万国博のレポート

で日本の金工芸術(特にブロンズのティーポッ

ト)を特に賞賛している。 また， 1873年の「ウ

ィーン万国博」のレヴューでは，

「その国のすべての家で使われているヤカ

ン， 我々は日本に行ってそれがどのように使わ

れるのかを学ばなければならない。J2 1 )

としてその機能性とそれが生活に密着して使

われていることを取りあげた賞賛している。 ま

た日本の金属製品が様々な素材を使って作られ

ていること， その風変わりな形に驚きを隠して

いない。

その中でも意図的にリベットを露出させたポ

ットに興味を示している。 明らかにその影響を

受けたティーポットをドレッサーは「ウィーン

万国博」に出品している22 )。
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同じ年， 彼は「クラレット・ジャー」を発表。

それはイスラム的な形態の特徴を持ちながら

も， 表面処理のシンプルさが目を魅き， 科学的

な植物学に基づいた有機的なデザインが面白
し、23 )。

彼はデザインを行う上でその製品の製造工程

や素材の組み合わせについて並々ならぬ知識を

持っていた。 彼はまた日本の金属工芸の合金に

対しとても関心を示した。

1869年のエルキントン社の深皿2 4)では彼の理

論にしたがったシンプルなフォルム， 装飾を排

除したデザインが効果的に具現化されている。

彼のスケッチや作品を見ると東洋のデザインが

巧みに取り入れられていることに気づく。 その

典型的な例は ‘Komai' と呼ばれるシリーズや

彼の作品の中に頻繁に現れる真っ直ぐに伸びる

(あるいは鋭角に折れ曲がる) 3 本ないしは 4

本の足などである。

彼はそれらに対するインスピレーションの多

くを「ロンド商会」および「ドレッサー・アン

ド・ホルム社(Dresser & Holm) J で輸入した

東洋の金属工芸から得ていたようだ。

そして， 彼の日本のデザインへの傾斜を確定

づけたものが， 1876年から ‘77年にかけての日

本訪問であった。 彼は西洋のデザイナーとして

最初に日本に訪れた人間だった。 日本滞在中，

彼は「正倉院」や「京都御所」の皇室コレクシ

ョンを調べる特別な権利を与えられた。 彼は連

日伝統的な建築物や陶器・磁器の釜， 工芸品の

生産地などを訪れ， 各地にまだ色濃く残ってい

た独特の風習， 日本人の美術・工芸に対する繊

細で力強い造形感をその鋭敏な感覚と頭脳で吸

収していった。 京都の社で出会った神道の水差

しに彼は強いインスピレーションを感じた。 そ

れはとても控えめで， 開口部が最上部にあり，

平らな蓋がついた製品として結実した2 5)。 日本

を中心とした東洋の工芸品の影響は彼の金属製

品のデザインの多くに応用されている。

1877年からドレッサーはいくつかの食卓用の

デザインを発表する。 それらは「ヒューキン・

アンド - ヒース社(Hukin & Heath) J のため



のもので， ガラスと金属でできた薬味入れやテ

ィーセット， トースト立てなどであった。 笹の

葉模様の装飾を刻み込んだり家紋のデザインを

取り入れたりと明らかに日本の影響を感じさせ

るものも多かった。 しかし， ドレッサーのデザ

インはそのような表面的な装飾にとどまらず，

日本の美術 ・工芸品が持つ「用と美」という内

面的な特徴も備えていった。 ちょうど彼が植物

学の表面的な要素ばかりでなくその原理をデザ

インの中に応用していったように。 シンプルな

幾何学形を組み合わせたフォルム， 直線的に伸

びた脚， シンプルな表面処理など当時としては

画期的なデザインであり， まったく他に例が無

かっfこ。

1885年の「エルキント ン 社jの「薬味入

れJ2 6) やまるで原子模型のような「トースト立

てJ2 7)などはそうした原理を押し進めていった

優れた作品と言えよう。

そして， 彼の幾何学的なフォルムをより進め

たデザインは「ジェイムズ - ディクソン - アン

ド・ サンズ社(James Dixon & Sons) Jの製品

に見ることができる。 逆さのカブ型をしたテ

ィーポット28) ， 純粋な球体をモチーフ29)にした

ティーポット， また明らかに日本の「やかんJ

をモチーフに使った半球形のケトル(これはデ

ィクソン社のカタログでiEnglish JapaneseJ 

と呼ばれている。)30) ， 円筒形CWhee1-shaped)

のポット3 1) ， そして驚くべきことに直方体の形

をしたティーポット32 )までもドレッサーはデザ

インしている。

‘79， ‘81年の「ヒューキン・ アンド ・ヒース

社」の「デキャンタJ33 ) はドレッサーの「用と

美」の概念と時代に対する先進性が高度にバラ

ンスされ， 他に追随を許さない独自の境地を切

り開いている作品といえるであろう。

結 三ð、

自問

19世紀に現れた最も初期のインダストリアル

デザイナーであるクリス ト ファー ・ドレッ

サー。 彼のデザインを形作っていった様々な影
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響をここで整理してみる。

( 1 ) 19世紀の英国における「デザイン学校」

と『アートジャーナル』誌を中心に， 工

業化に対応しようとした様々な新しい理

論と実践。 それはいかに従来の装飾のモ

チーフか抜け出し新しいデザインを創出

していくかという一連の道程であった。

ドレッサーはこの時期に「デザイン学校」

に入学し， 卒業後， 同学校において自身

の講義を持つことによりビュージンやダ

イス等の理論をより高め， そして自らの

デザインの中に応用していった。

(2) ドレッサーがユニークなのは彼が最初，

デザイン論ではなく「植物学」を勉強し

たことだ。 そして彼の植物を観察する目

は， 表面的な形を追尾するはかりでな

く， その背後に隠された厳密な幾何学性

および成長に伴う形態のダイナミックな

変化， そういったものを読み取ろうとし

たことである。 さらに， 植物の科学的分

析を具体的というよりも抽象的に抽出し

自身のデザインの中に応用していった。

(3) ドレッサーは日本フリークであった。 但

しこの点についてもユニークであった。

彼は日本のデザインを表面的に装飾の模

倣として捉えるのではなく， それが持っ

ているシンプルな美しさや幾何学的な力

強さ， 機能的なことに注目した。 そし

て， ヨーロッパのデザイナーとしては最

も早く日本に訪問し， その見識を深めて

いった。 また， 様々な会社や人々に交渉

し， ヨーロッパやアメリカに日本の美術

工芸品を積極的に紹介した。 彼のデザイ

ンの中には日本が力強く息づいている。

これら， 大別すると 3 つの大きな要素をドレ

ッサーは消化 ・吸収しながら， 彼独特のデザイ

ンを数多く生み出していった。 本論文で扱って

いるのは主に金属およびガラス製品だが， ドレ

ッサーのデザインの守備範囲は実際には非常に

広い。 彼は家具や織物， 陶器， 磁器と実に多く

のデザインを残している。 それら多くのものが



先進性を備えており， オリジナリティに溢れて

いる。 彼はヴィクトリア朝時代の底流に脈づい

ていた機械文明の本質， それを彼自身のデザイ

ン理論と実践の中に見事に具現化することがで

きた数少ないデザイナーであった。
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